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概要
このRetrospectユーザー ガイドの付録では、Retrospect Emergency 
Recovery CDとVCB（VMware Consolidated Backup）の統合を使用する
災害復旧という、Retrospect 7.7で導入された新機能を説明ユーザーが
RetrospectおよびRetrospectを使用して保護するコンピューティング シ
ステムの全般的な操作にすでに慣れていることが前提となっていま
す。たとえば、このマニュアルでは、Retrospectを使用して、VMware 
ESXで実行されている仮想マシンやVCBを使用しているvCenterホスト
をバックアップする方法を説明していますが、VCBプロキシ サーバを
設定する方法は説明していません。

Retrospect Emergency Recovery CDの使用
小売バージョンのRetrospect 7.7には、ハード ディスク ドライブの
障害の後など起動できない状態からの復旧を迅速に行うために、
XP/2003以降を実行しているほとんどのWindowsコンピュータを起動す
るRetrospect Emergency Recovery CDが付属しています。電子バージョ
ンのRetrospectを購入した場合は、有効なライセンス コードを入力し
て、Retrospect WebサイトからCDのイメージをダウンロードでき
ます。

Retrospect Emergency Recovery CDは、以前のバージョンのRetrospectで
の古い障害発生時のリカバリCDの作成に優先されます。

WindowsコンピュータをRetrospect Emergency Recovery CDから起動
すると、ハード ディスク ドライブのパーティション設定およびフ
ォーマットを行い、バックアップを格納したストレージ メディアを
接続したRetrospectアプリケーションを使用してローカルに、または
Retrospectクライアント ソフトウェア経由でネットワーク上にある
Retrospectサーバから、リストアできます。

注：Retrospect Emergency Restore CDおよびRetrospectリストア プロセ
スは、リストア先のコンピュータがバックアップ元のコンピュータと
まったく異なる場合ではなく、ハード ディスク ドライブ交換時などバ
ックアップが作成されたハードウェアと類似したハードウェアをリス
トアするように設計されています。

http://www.retrospect.com
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計画の作成
起動しないコンピュータを正常に復旧するには、まずそのコンピュー
タの起動ボリュームの完全なRetrospectバックアップ、およびリストア
するその他のディスクを用意する必要があります。また、バックアッ
プを格納しているバックアップ セット ストレージ メディアとバック
アップ セットに適合するカタログ ファイルにアクセスできる必要もあ
ります。包括的なバックアップ戦略では、ネットワーク ボリュームま
たは別のコンピュータなど別のメディアにRetrospectのカタログ ファイ
ルのコピーを作成する必要があります。

注：バックアップ セットのカタログ ファイルのコピーがない場合、メ
ディアから再作成することができますが、リストアを完了するための
所要時間が長くなります。

注：Windows Vista、7、Server 2008、またはServer 2008 R2がインス 
トールされていたディスクをリストアする場合、物理的ターゲット  
ハード ディスク ドライブは、交換する物理ドライブと同じかそれ以上
の容量が必要です。ソース ディスクに存在していたリカバリ用パーテ
ィションなど非表示のパーティションを正しくリストアするため 
です。

詳細情報
起動できない状態からリカバリするコンピュータがRetrospectを実行し
ているのと同じコンピュータである場合、Retrospectプログラムを使
用して、ローカルにリストアすることになります。リカバリするコン
ピュータが、Retrospectプログラムを実行しているネットワーク上にあ
る別のコンピュータのクライアントとして通常バックアップされてい
る場合は、Retrospectクライアント方式でリストアすることになりま
す。リストアするコンピュータのオプティカル ドライブにRetrospect 
Emergency Recovery CDを挿入し、電源をオンにしてCDから起動し 
ます。

注：CDから起動するには、コンピュータのBIOS設定で起動する順序
を調整する必要がある場合があります。起動プロセス中にBIOS設定を
変更する方法については、ご使用のコンピュータの機種に対応したマ
ニュアルを参照してください。
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Retrospect Emergency Recovery CDから起動して、利用条件に同意した
ら、Emergency Recoveryウィザードのホーム画面が表示されます。

この画面からは、コンピュータのリカバリに必要なすべてのツールに
アクセスできます。ここから、ハード ディスク ドライブのパーティ 
ションを設定してフォーマットし、ネットワークまたはストレージ デ
バイスへのアクセスが必要なコンポーネントにドライバをインストー
ルし、ネットワーク ドライブをマップできます。上記のツールを使用
して環境を設定したら、Retrospectアプリケーションを使用してローカ
ルにリストアするか、またはネットワーク上のRetrospectサーバからク
ライアントとしてリストアするかを選択します。

リカバリのためのハード ディスク ドライブの準備
Emergency Recoveryプロセスを続行する前に、コンピュータのハード 
ディスク ドライブにパーティションを設定するか、またはフォーマッ
トする必要がある場合があります。最も一般的なのは容量の小さいド
ライブを大きなドライブと交換することです。
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ハード ディスク ドライブにパーティションを設定しフォーマットする
には、［リストアの前にハード ディスク ドライブをセットアップ］を
クリックします。リカバリを実行する前に、ドライブには少なくとも
1つアクティブなパーティションが必要です。次のページの画面には、
Win 7 Bootというアクティブ パーティションが表示されています。

警告：ハード ディスクにパーティションを設定するか、またはフォー
マットすると、ディスクに格納されたデータが破棄されます。ドライ
ブ上のデータが正しくバックアップされていることを確認してから続
行してください。

警告：リストア中のドライブに非表示のリカバリ用パーティションが
あった場合、Retrospect Emergency Recoveryプロセスでは、リストアさ
れているバックアップが最初に作成されたときに存在していたのと同
じパーティション スキームを再作成します。このプロセスによりドラ
イブに存在するすべてのデータは破棄されます。
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ドライバのロード
リカバリしているコンピュータにRetrospect Emergency Recoveryシステ
ムで認識されないネットワーク アダプタまたはストレージ ホスト バ
ス アダプタがあり、リカバリを実行するために使用する必要がある場
合、該当するアダプタにWindowsドライバをロードする必要がある場
合があります。

ドライバをインストールするには、まずドライバが、ネットワーク、
光ディスク（Retrospect Emergency Recovery CDはRAMにロードされる
ため、リカバリ プロセスに影響することなく安全に取り出せます）、
またはUSBフラッシュ ドライブなどコンピュータがアクセスできる
メディアに格納されていることを確認します。次に、［ネットワー
クまたはストレージ アダプタへのドライバのロード］をクリックし
て、.infファイルの場所を参照してドライバをインストールします。

ネットワーク ドライブのマッピング

リカバリ プロセスを完了するためにネットワーク共有にアクセスする
必要がある場合は、［ネットワーク ドライブのマッピング］をクリッ
クして、共有にUNCパスを入力し、ドライブ文字を割り当て、正しい
ログイン資格情報を入力します。
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ローカルのリストア
リカバリ対象のコンピュータがRetrospectバックアップ コンピュータの
場合は、このコンピュータのRetrospectプログラムを使用して、USB 
ハード ディスク ドライブやSCSIテープ ドライブなどローカルに接続
されたデバイスまたはネットワーク ボリューム上に格納されている 
バックアップ セットからリストアします。

［ローカルにリストア］をクリックし、「Retrospectユーザー ガイド」
の第4章『基本操作』の『復元』セクションに従って、Retrospectを使
用してコンピュータをリストアします。

注：起動ボリュームをリストアするときは、レジストリとシステム ス
テート情報を含むリストア オプションを選択してください。選択しな
いとコンピュータが起動せず、Retrospect Emergency Recoveryプロセス
をやり直すことになります。

クライアントとしてリストア
リカバリするコンピュータがネットワーク上のRetrospectサーバのク
ライアントとしてバックアップされた場合は、クライアントとしてリ
ストアします。［クライアントとしてリストア］をクリックして、
Retrospectクライアント モードを開始します。画面が表示され、 
「Retrospectユーザー ガイド」の第7章『ネットワーク接続クライアン
ト』の『クライアントの操作』セクションの説明に従って、このコン
ピュータをRetrospectサーバにログインするために使用するIPアドレス
が表示されます。
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このコンピュータをRetrospectサーバのクライアントとしてログインし
たら、「Retrospectユーザー ガイド」の第4章『基本操作』の『復元』
セクションに従って、コンピュータのリストアを続行し、クライアン
トのボリュームをリストア先に選択します。

注：起動ボリュームをリストアするときは、レジストリとシステム ス
テート情報を含むリストア オプションを選択してください。選択しな
いとコンピュータが起動せず、Retrospect Emergency Recoveryプロセス
をやり直すことになります。

最後の手順
リストアが完了したら、Retrospectを終了し（ローカルにリストアして
いる場合）、Retrospect Emergency Recovery CDを取り出し、Retrospect 
Emergency Recoveryウィザードの［完了］ボタンをクリックしてコン
ピュータを再起動します。再起動が2回必要な場合もあります。

リカバリするコンピュータがWindows 7またはWindows 2008を実行し
ており、以前にバックアップしたときに非表示のリカバリ用パーティ
ションがあった場合、Retrospect Emergency Recoveryでは、リストア中
に元のパーティション レイアウトと一致するように、自動的に起動デ
ィスクの再パーティション設定を行います。この手順は、リストア後
にコンピュータが正しく起動するために必要です。
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非表示のリカバリ用パーティションがあり、Retrospectによってリスト
アされた場合、コンピュータが正常に起動した後、ハード ディスクの
パーティション サイズを調整する必要がある場合があります。この手
順は、いっぱいになったまたは故障した低容量のハード ディスク ドラ
イブを交換するために大容量のハード ディスク ドライブを使用する場
合に必要になるのが最も一般的です。Retrospectは新しいドライブに同
じパーティション スキームを再作成する必要があるため、既存のパー
ティションを拡張するか、または新しいパーティションを作成するま
で、新しいドライブで増えた容量は使用できません。これらのタスクは
いずれもWindows 7またはWindows Server 2008のディスク管理ツールを
使用して、実行できます。

RetrospectおよびVMware Consolidated 
Backupによる仮想マシンの保護
RetrospectのVCB（VMware Consolidated Backup）との統合により、
VCBプロキシ サーバで実行されているRetrospectでは、VM（仮想マシ
ン）を一時停止またはシャットダウンすることなく、仮想マシンのファ
イル レベルおよびイメージ レベルのバックアップおよび仮想マシンの
複製が可能です。これは、VCBプロキシ サーバで必要なプレスクリプ
トおよびポストスクリプトを呼び出す、Retrospectの外部スクリプト機
能により行われます。

注：外部スクリプトは、少なくともWindows Scripting Hostがサポートす
る1つ以上のスクリプト言語に関する基礎知識がある上級ユーザーを対
象にしています。詳細については、「Retrospectユーザー ガイド」の第
10章『高度な機能』の『外部スクリプト』セクションを参照してくだ 
さい。
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要件
構成を開始する前に、いくつかの前提条件を満たす必要があります。

•  VCBプロキシ サーバをVMwareのWebサイトから入手できる 
「Virtual Machine Backup Guide」の説明に従って、セットアップ、
環境に構成、および実行します。

•  VMwareツールを保護する各ゲストOSにインストールする必要があ
ります。

•  Retrospect Disk-to-Disk以上をVCBプロキシ サーバに直接インス 
トール仮想マシンで実行されているRetrospectクライアントがある
ゲスト サーバOSを直接バックアップするか、またはファイルをリ
ストアするには、Retrospect Multi Serverライセンスが必要です。

•  VCBプロキシ サーバには、バックアップまたはリストアする最大
のイメージが入るディスク容量が必要です。

バックアップ用のVCBの構成
仮想マシンをバックアップするためにRetrospectを構成する前に、
VCBプロキシ サーバにあるVCB config.js settingsファイル（例：C:\YOUR_

VCB_FRAMEWORK\config\config.js）を変更する必要があります。変数を次の
とおり変更します。
BACKUPROOT=<path_to_mount>;	 （例：BACKUPROOT=”C:\\vcb_mnts”;)
HOST=<esxserver_hostname>;	 （例：HOST=”esxserver.vmware.com”;)
USERNAME=<user name>;	 （例：USERNAME=”vcbUser”;)
PASSWORD=<password>;	 （例：PASSWORD=”vcbpasswd”;)
VM_LOOKUP_METHOD=”name”;	 （例：VM_LOOKUP_METHOD=”name”;)
PREEXISTING_MOUNTPOINT=”delete”;	 （例：PREEXISTING_MOUNTPOINT=”delete”;)
PREEXISTING_VCB_SNAPSHOT=”delete”;   (例：PREEXISTING_VCB_SNAPSHOT=”delete”;)

http://www.vmware.com
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Retrospectの構成とバックアップ
仮想マシンのバックアップを実行する前に必要な作業のほとんどは、
Retrospect Event HandlerスクリプトおよびRetrospectアプリケーション
で実行されます。

retro.iniファイルの編集
RetrospectがVCBと通信するには、Retrospectアプリケーション ディレ
クトリにあるretro.iniファイルを編集する必要があります。テキスト 
エディタでファイルを開き次の行を[OEM]セクションに追加します。
CheckVCBScripts=1

retro.iniファイルを保存して閉じます。
Retrospectアプリケーションのデフォルトのインストール場所は次のと
おりです。C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 7.7\

Retrospect Event Handlerの設定
Retrospect Event Handlerは、Retrospectが他のプログラムに情報を伝達
するための外部スクリプトです。VCBスクリプトの作成は、専用の
Retrospect Event HandlerであるVCB_RetroEventHandler.batで処理されま
す。サンプル スクリプトはアプリケーション ディレクトリの 
［External Scripts］フォルダにあります。デフォルトのインストール場
所は、次のとおりです。C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 7.7\
External Scripts\Sample VCB\

注：変更する前に、VCB_RetroEventHandler.batのコピーを作成すること
をお勧めします。

VCB_RetroEventHandler.batファイルの構成は容易で、次のように 
「VCB_FRAMEWORK_PATH」変数を設定するだけです。
set VCB_FRAMEWORK_PATH=c:\vcb_framework
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VCB_RetroEventHandlerのアクティブ化
VCB_RetroEventHandler.batスクリプトをアクティブ化するには、
Retrospect Configファイルと同じフォルダにコピーします。Windows 
XPとServer 2003の場合： 
c:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Retrospect\、
Windows Vista、7、およびServer 2008の場合：c:\Users\All Users\
Retrospect\

仮想マシン バックアップ スクリプトの作成
各仮想マシンおよび各タイプのバックアップ（ファイルまたはイメー
ジ）に対して次のプロセスを繰り返します。

最初に、VCB config.jsの変数BACKUPROOTにより指定されるVCBマ
ウント ポイント ディレクトリに一時フォルダを作成します（「バッ
クアップ用のVCBの構成」セクションを参照）。mytestvm.foo.comと
いう名前の仮想マシンのイメージ レベルのバックアップを実行す
るには、フォルダの名前をcom-fullVM」とする必要があります。ま
た、ファイル レベルのバックアップでは、フォルダを「C:\vcb_mnts\
mytestvm.foo.com」とする必要があります。

マウント ポイントをRetrospectのサブボリュームとして定義します。

次に、バックアップ スクリプトを「VCB_」で始まる名前、たとえば 
「VCB_mytestvm_backup」で定義し、上で定義したサブボリュームを
ソースに指定します。

上記の手順をすべて管理すると、Retrospectで仮想マシンをバックアッ
プする準備が完了します。
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注：ファイル レベルのバックアップでは、VCBが仮想マシンのドライブ、フォ
ルダおよびファイル階層をマウントすると、2つのディレクトリ内に同じビュー
を作成し、片方は「letters」もう片方は「digits」という名前が付けられます。
Retrospectは、lettersディレクトリからのみバックアップを行います。

仮想マシンへのデータのリストア
ファイル ベースまたはイメージ ベースの各タイプのバックアップに、
それぞれのリストア方法があります。ファイル レベルのバックアップ
のデータは通常、仮想マシンで実行されているRetrospectクライアン
ト ソフトウェア経由でリストアされ、イメージ ベースのバックアップ
は、VMware Converterを使用してESXまたはvCenter Serverに移動する
前に、VCBプロキシ サーバ上のディレクトリにリストアされます。

ファイル レベルのバックアップからのリストア
ファイル レベルのバックアップは、Retrospectクライアント ソフトウェ
アを実行している任意の物理コンピュータまたは仮想コンピュータに個
々のファイルをリストアできます。Retrospectでは、VCBマウント ポイ
ント ディレクトリからファイルとフォルダをバックアップするため、
このディレクトリでは追加レベルのフォルダ階層に仮想ボリュームが埋
もれているため、この方法ではマシン全体のリストアはできません。
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仮想マシン内にインストールされたRetrospectクライアント ソフト 
ウェアを使用して、フォルダおよびファイル レベルのリストアを実行
する方法については、「Retrospectユーザー ガイド」の第4章を参照し
てください。

イメージ レベルのバックアップからのリストア
仮想マシンのイメージ レベルのバックアップでは細かいインクリメン
タル バックアップはできませんが、仮想マシン全体を高速で完全に
リストアできます。イメージ レベルのバックアップからのリストア
は2つの手順からなるプロセスです。最初は、Retrospectを使用して、
仮想マシンイメージ（通常複数の.vmdkファイルで構成）をVCBプロ
キシ サーバ上の新しいフォルダにリストアします。この手順が完了
したら、VMwareの「Virtual Machine Backup Guide」の説明に従って、
ESXまたはvCenter Serverストレージにイメージをリストアするプロセ
スを完了します。


